
長泉麗峰山の会・山行報告書                   文・斎藤  写真・後藤 

山行 NO NO.2121 

日 時 2026 年 06 月 06 日（土）霧 

山 域 妙高・神奈山（かんなさん・1909ｍ） 

コース    

 

関温泉登山口 5:45-関温泉スキー場-ゲレンデトップ-標高 1410ｍ分岐 7:45-八方睨 8:26 

山頂 9:20～41-ゲレンデトップ 11:10-登山口 11:45-昼食-長泉 17:30 

標高差 関温泉登山口約 900ｍ～神奈山 1909ｍ＝約 1009ｍ 

難易度 非常に困難  困難  レやや困難  普通  やや易しい  易しい 

花はまあまあ。ガスガスの山          
参加者 後藤、斎藤＝2 名 

 

前日関温泉中村屋泊。昨夜は美味しい山の幸をたくさんいただき早めに寝たので、4 時

30 分頃からゴソゴソ起き出す。 

旅館で用意していただいた大きなおにぎり 2 個とおかずのお弁当を頬張る。１個でお腹

いっぱい！あとひとつは包んで山頂でいただくことにした。美味しいおにぎりありがとう

ございました。 

   外は晴れて明るい。5 時 30 分頃に旅館を退出し、身支度を整えて旅館の前にあるスキ

ーリフト乗り場から見渡す。登山口の表示は見当たらないが、旅館の方に聞いていたので

乗り場前の林道を登って行く。 

 

 
野趣満点の関温泉「中村屋」露天風呂 

 

斜面はバイケイソウや綺麗なピンクのタニウツギが花を咲かせている。結構急な登り坂

が続く。リフトの中継地まで来るとそこから登山道になった。道は悪く急登が続く。片側

深い崖の狭くてぬかるんだ場所が多い。 

ところどころに可愛い花が咲いている。知らない名前が多く、G さんに教えていただき

ながら写真に収める。イワカガミ、アカモノは登り始めてすぐに見つける。 

 



 
タニウツギ                 ツバメオモト 

 

花の終わったサンカヨウを発見。もっと上ならきっと咲いているねと期待が高まる。倒

木を跨ぎ、頭をぶつけないように注意しながら急登をふうふう登っていく。 

ギンリョウソウ、ユキザサ、ハクサンシャクナゲ、マイツルソウ、ツバメオモト、ツマ

トリソウ、ナルコユリ。可憐な花は綺麗だが登りがキツイ。霧が立ち込める中、休み休み

ヒイヒイ登る。 

   8 時 26 分にやっと八方睨に到着。道標が少ないので嬉しい。標高 1660m。神奈山まで距

離あと 800m と表示。関温泉が標高 900m だから 2/3 登ったことになる。あと少しだと励ま

される。下から 2 人連れが追い付いてきた。 

こちらはヘロヘロになっているのに余裕でニコニコされている。どうぞどうぞ、と追い

越していだだく。険しい急な登りが永遠に続くように感じるが少しづつゆっくりマイペー

スで、もう少しもう少しと上を目指す。 

岩場を慎重に登りながら上を見ると空が見えてきた。もうちょっとだ！シラネアオイや

サンカヨウが両側に見えてくる。なんと可憐な姿でしょう。去年の雨飾山に比べたら数は

少ないけれど静かに咲いている姿は本当に美しい。 

   9 時 20 分神奈山山頂に到着！1909m。やったァ！霧が深くて周りは何も見渡せない。も

ちろん妙高も霧の中。呼吸を整えたら旅館で頂いた大きなおにぎりを頬張る。さすがに新

潟のご飯は美味しい。G さんは持参のタッパーに朝食のおかずも少し持ってきていた。お

お！賢い。 

山頂で 20 分程過ごし、名残惜しいが山頂を後にした。下りも慎重に降りなければ滑って

転びそう。私は 2 回ほど転んでしまった。何組かのグループが登って来た。サンカヨウや

シラネアオイのことを聞いてくる。 

マイナーな山だが花を目指して登って来る方が多いのを感じた。足元に気を付けながら

下を向いて下っていると、さくらの花びらが沢山落ちている。足を止めて見上げるとミネ

ザクラが綺麗に咲いていた。この春最後の桜を堪能しました。 

  登りはヒイヒイだったけれど、下りは比較的順調に降りていく。上のリフトの駅に到着。

キラキラ光る野尻湖が見える。霧が少し晴れて振り返ると近くの山が見え始めた。が、や

っぱり妙高は見えなかった。 

 林道をトコトコ降り旅館の駐車場に到着。12 時少し前に戻ることが出来ました。旅館の 



 
ユキザサ                        サンカヨウ 

 

シラネアオイ 

 

ご厚意で無料のお風呂をいただきました。天然掛け流しの茶色いお湯（鉄分・炭酸ガス）

は疲れたからだに染み入る心地良さでした。お疲れ様でした。 

 

そのほかの記述（ごとう） 

１． 神奈山は、山岳スキーで何回か訪れているが登山は初見。なかなか厳しい山だった。 

２．花はやや遅かった。直近の九州ミヤマキリシマは早かった。花の時期は難しい。 

３．北信五岳の斑尾・妙高・黒姫・戸隠・飯縄は、「マミクトイ」と呼ばれる。イイ山だ。 


